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トウモロコシ二期作の作業分散方法 

［要約］ 試験区では早生品種、慣行区では極早生品種及び極晩生品種を組合せて栽培

した。試験区と慣行区は、いずれも１作目及び２作目ともに収穫期には黄熟期となり、

年間の乾物収量は同程度である。試験区と慣行区の栽培方法を組合せることにより、１

作目の収穫及び２作目の播種の作業期間を１週間程度拡大することができ、トウモロコ

シ二期作における最も繁忙な作業である１作目の収穫と２作目の播種の作業分散方法

として利用できる。 
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［背景・ねらい］ 

温暖地におけるトウモロコシ二期作の安定多収栽培のため、繁忙な１作目の収穫と２作

目の播種の作業分散のための、１作目及び２作目品種の組合せについて検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1  慣行区では１作目は KD510（RM100）、２作目は 30D44（RM135）、試験区では１作目と

２作目ともに P1690（RM115）を組合せて、播種日、収穫日、乾物収量、乾物率、収穫ス

テージ等を調査した。 

2  １作目の収穫では、試験区は慣行区より７日遅く、２作目の播種では、試験区は慣行

区より 12 日遅い。試験区及び慣行区の１作目の収穫から２作目の播種までの期間は８日

間及び３日間である。試験区と慣行区の栽培方法を組合せでは、１作目の収穫から２作

目の播種までの期間は 15 日間である（表１）。 

3  試験区と慣行区は、いずれも１作目及び２作目ともに全て黄熟期で収穫し、乾物率は

25.2～ 31.3％である。試験区及び慣行区の年間の乾物収量は、 3,184kg/10a 及び

3,169kg/10a と同程度である。（表２） 

4  試験区と慣行区は、いずれも１作目及び２作目ともに収穫期には黄熟期となり、年間

の乾物収量が同程度であったことから、試験区と慣行区の栽培方法を組合せることによ

り、１作目の収穫及び２作目の播種の作業期間を１週間程度拡大することができ、トウ

モロコシ二期作における最も繁忙な作業である１作目の収穫と２作目の播種の作業分散

方法として利用できる。 
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［成果の活用面・留意点］ 

1  ２作目として早生品種を利用する場合は、７月下旬及び８月上旬に播種した場合には

さび病が発生しやすいため播種期について注意する必要がある。 

2  試験区は 45a、慣行区は 67a の生産圃場で実施した。 

 

 



 

 

［具体的データ］ 

 

栽培方法 播種日 収穫日 播種日 収穫日
試験区 3/31 8/1 8/9 11/21 8日
慣行区 3/30 7/25 7/28 11/21 3日

差 1 7 12 0 5日

1作目 2作目

表１　生産圃場における播種日および収穫日

1作目収穫～
　　2作目播種

 

 

 

試験区 4 27.3 2,244 1 25.2 940 3,184
慣行区 3 28.9 1,880 4 31.3 1,289 3,169

差 1 -1.6 364 -3 -6.2 -349 15

年間乾物収量
（kg/10a）

表２　生産圃場における熟度および乾物収量
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